
船舶事故等調査報告書 

令和８年７月１日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等種類 運航不能（機関故障）（１件目：インシデント） 

沈没（２件目：事故） 

発生日時 令和７年１２月１９日 ０９時１５分頃（１件目：インシデント） 

令和７年１２月１９日 ０９時４５分頃（２件目：事故） 

発生場所 （１件目：インシデント） 

阪神港大阪第３区第１突堤第２号岸壁南西方沖 

 大阪北港口防波堤灯台から真方位１１１°１,７００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３８.８′ 東経１３５°２５.９′） 

（２件目：事故） 

阪神港大阪第３区第１突堤第２号岸壁北方沖 

 大阪北港口防波堤灯台から真方位０９５°１.３海里付近 

 （概位 北緯３４°３９.０′ 東経１３５°２６.４′） 

事故等の概要 （１件目：インシデント） 

作業船隆盛
りゅうせい

丸は、航行中、主機が停止して始動できなくなり、運

航不能となった。 

（２件目：事故） 

隆盛丸は、油タンカー幸
こう

明
めい

丸の左舷に横抱きされて航行中、沈没し

た。 

事故等調査の経過 令和７年１２月１９日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 作業船 隆盛丸、５トン未満（長さ８.５１ｍ） 

   ２７１－１４９６３大阪、個人所有（Ａ社代表取締役） 

      ディーゼル機関、４サイクル、出力１１７.７kＷ、回転数毎分

３,０００、４気筒、ボア１００mm、使用燃料軽油、機関製造

年月日不詳、昭和５７年１２月進水 

Ｂ 油タンカー 幸明丸、９９トン 

   １３５４５２、金森石油株式会社（Ａ社） 

   ディーゼル機関、４サイクル、出力４０５.０kＷ、回転数毎分

１,３００、６気筒、ボア１６５mm、使用燃料軽油、平成１１

年 1月機関製造、平成１１年４月５日進水 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、四級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 機関室に濡損等（全損） 

Ｂ なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ２、視界 良好 



海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の中央期 

 事故等の経過 （１件目：インシデント） 

Ａ船は、船長Ａほか２人が乗り組み、容量２００ℓのドラム缶５本

の軽油を配送する目的で、大阪府大阪市神崎川の護岸工事現場に向

け、大阪市港区尻無川右岸のＡ社油槽所を出航し、阪神港大阪第３区

を航行していた。 

Ａ船は、大阪第３区第１突堤南方沖を航行中、左舷船首方に同航す

る 艀
はしけ

を追い越そうと、主機の回転数を毎分１,５００回転から  

２,０００回転まで増速したところ、突然主機が停止した。 

船長Ａは、操舵室下の機関室天蓋を開けて原因を調査したが判明せ

ず、主機を再始動することができなかったので、航行不能と判断し

て、Ａ船の乗組員に対し、Ａ社に救助を要請するよう指示した。 

船長Ａは、操舵室下の機関室天蓋を開けたまま主機が停止した原因

の調査を継続していた。 

Ａ船の乗組員は、Ａ社担当者に携帯電話で救助を要請し、Ａ社担当

者から連絡を受けたＡ社代表取締役（以下「Ａ社代表者」という。）

は、Ｂ船にＡ船の救助を指示した。 

Ａ船は、漂泊しながらＢ船の到着を待っていたところ、左舷船尾方

からの波をかぶり、機関室内に海水が浸入して左舷側に傾き始め、何

度か波をかぶったところ、更に傾いて、海面から左舷側の舷縁の上部

まで約１０cmの状態となった。 

Ａ船は、出航時、海面から船尾部の舷縁の上部までの高さが約 

０.５ｍであった。 

（２件目：事故） 

Ｂ船は、船長Ｂほか１人が乗り組み、大阪第３区鶴浜岸壁に着岸

し、他船への給油の目的で出航準備を行っていた。 

船長Ｂは、０９時１５分頃、Ａ社代表者から電話で、Ａ船が港区港

大橋付近で主機が停止して航行不能になっているので、救助に向かう

よう指示された。 

船長Ｂは、Ｂ船を直ちに出航させ、港大橋に向けて西北西進してい

たところ、Ａ船の乗組員からＡ船が波を受けて浸水し、左舷側に傾斜

している旨の連絡を受けた。 

船長Ｂは、港大橋の西北西方で船首を東南東方に向けて左舷側に傾

いているＡ船を発見した。Ｂ船の左舷をＡ船の左舷側に接近させ、乗

組員がＢ船の左舷船首からＡ船の船尾へ係留索をとり、また、Ｂ船の

左舷船尾からＡ船の船首へ係留索をとって、Ｂ船の左舷にＡ船の左舷

を接舷させて横抱きの状態とした。 

船長Ｂは、Ａ船が沈没するおそれがあると考え、急いで北方の第１

突堤第２号岸壁までえい
．．

航するために、Ａ船の船尾をＢ船の船首方に

向けた横抱き状態のままえい
．．

航を開始させた。（図１参照） 



 

 

 

 

 

 

 

 

図１ Ｂ船によるＡ船のえい
．．

航図（概要） 

 

Ｂ船は、船長ＢがＡ船の船長を含む乗組員全員をＢ船に乗船させ、

約４ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）でＡ船をえい
．．

航し

ていたところ、第１突堤第２号岸壁の北東端から北方約１００ｍ地点

で、Ａ船が船尾方から波高約０.５ｍのＢ船の船首波を続けて受け、

Ａ船の船尾側の係留索が破断し、機関室が浸水して沈没した。 

Ｂ船が来援するまでの間、Ａ船の乗組員は、全員救命胴衣を着用し

ていた。 

Ｂ船は、主機が中速機関であり、最低回転数が毎分４００回転で

あったので、４kn以下の速力では航行できなかった。 

Ａ船に積載していたドラム缶は、付近の海面に浮遊していたが、軽

油の流出はなく、Ｂ船によって回収された。 

Ａ船は、後日Ａ社が手配したサルベージ会社によって引き揚げられ

た後、解体された。 

（Ａ船の過去の不具合） 

Ａ船は、令和７年１２月１６日、軽油の配送を終えて帰航する時、

本インシデントと同様に回転数を上げた際に主機が停止する現象が生

じていたが、この時は再始動することができた。 

船長Ａは、帰航後、主機が突然停止した旨をＡ社代表者に報告し、

修理を依頼した。 

Ａ社代表者が、１２月１８日に主機修理会社の技師と、Ａ船の主機

が停止した原因を調査したところ、燃料遮断用の電磁弁（以下「燃料

遮断弁」という。）が誤動作していたが、何度か動作確認を行ってい

るうちに復旧して誤動作が再現しなくなった。 

Ａ社代表者は、２０日に燃料遮断弁を交換することとして、１９日

に予定していた軽油の配送業務にＡ船を使用した。 

Ａ社代表者は、令和６年２月にＡ船を中古で購入し、同年１２月に

Ａ船が定期検査を受検したが、その際、主機に不具合が発生していな

かったので、燃料遮断弁を整備又は交換していなかった。 

Ａ社代表者がＡ船を購入する以前の整備記録が残っていなかったの

で、燃料遮断弁は、いつ交換されたのか不明であった。 

Ｂ船 長さ２９.９８ｍ 

Ａ船 長さ８.５１ｍ 

進行方向 



（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ Ａ船、写真２ Ａ船の機関

室、写真３ Ｂ船 参照） 

分析 （１件目：インシデント） 

(1) Ａ船の主機の整備状況 

   Ａ社代表者は、令和６年２月にＡ船を中古で購入する以前の整

備記録が残っていなかったことから、燃料遮断弁がいつから使用

されているか把握していなかったものと考えられる。 

   Ａ社代表者は、令和６年１２月に本船が定期検査を受検した

際、主機に不具合が発生していなかったことから、燃料遮断弁を

整備又は交換しなかったものと考えられる。 

(2) 不具合発生後もＡ船を運航した要因 

   Ａ船は、本インシデント発生の３日前（１２月１６日）にも本

インシデントと同様に回転数を上げた際に主機が停止する現象が

生じ、Ａ社代表者は、主機修理会社の技師と原因を調査したとこ

ろ、同現象の再現性がなかったことから、本インシデント発生時

もＡ船が運航に耐え得ると判断したものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、Ａ船は、航行中、燃料遮断弁が誤作動して主

機が停止し、運航不能となったものと考えられる。 

(4) Ａ船が傾斜した要因 

   船長Ａは、操舵室下の機関室天蓋を開けたままＡ船の主機が停

止した原因の調査を継続していたことから、本船は、左舷船尾方

からの波をかぶり、機関室内に海水が浸入して左舷側に傾斜した

ものと考えられる。 

（２件目：事故） 

(1) Ｂ船がＡ船を船尾からえい
．．

航することになった要因 

   船長Ｂは、左舷側に傾斜したＡ船が沈没するおそれがあり、急

いでえい
．．

航する必要があると考えたことから、Ｂ船がＡ船に接近

した時の状態のまま、安易にＡ船船尾をＢ船の船首方に向けて横

抱きした状態でえい
．．

航したものと考えられる。 

(2) Ａ船がＢ船の航走波を受けた要因 

   Ｂ船は、主機が中速機関であり、最低回転数が毎分４００回転

で、４kn以下の速力では航行できなかったことから、Ａ船は船尾

方から波高約０.５ｍのＢ船の航走波を受けたものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、船長Ｂが適切なえい
．．

航方法を講じなかったこ

とから、Ｂ船がＡ船をえい
．．

航する際、Ｂ船の航走波がＡ船の船尾

方から打ち込み、Ａ船の機関室が浸水し、Ａ船が沈没したものと

考えられる。 

原因 （１件目：インシデント） 

本インシデントは、Ａ社代表者が、Ａ船の燃料遮断弁の不具合を把

握していたものの、燃料遮断弁を交換せずにＡ船を運航したため、Ａ



船が航行中、燃料遮断弁が誤作動してＡ船の主機が停止して始動でき

なくなったことにより発生したものと考えられる。 

（２件目：事故） 

本事故は、船長Ａが機関室の天蓋を開けた状態でＡ船が漂泊中、船

長Ｂが、Ａ船の船尾をＢ船の船首方に向けて横抱きした状態でえい
．．

航

したため、Ａ船の船尾方から打ち込んだＢ船の船首波が、天蓋が開い

たままのＡ船の機関室に浸入し、Ａ船が沈没したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船舶所有者は、船舶の航行に影響がある重要な部品等に不具合を

発見した場合、その部品の修理又は交換が完了するまで当該船舶

を運航させないこと。 

・小型船舶の船長は、波が高い海上で、主機の調査又は修理を行う

場合には、機関室の天蓋を閉鎖すること。 

・他船を横抱きにしてえい
．．

航する船舶の船長は、自船の船首波が被

えい
．．

航船の船内に打ち込まないよう、原則として、自船の船首方

向と被えい
．．

航船の船首方向を一致させること。 

 

  



付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土地理院 地理院地図（電子国土Web）を加工して作成 

 

写真１ Ａ船 
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写真２ Ａ船の機関室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ Ｂ船 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 （Ａ社提供） 

 


